
【②以下の条件を満たす袋が使用できます】
・プラスチック製やビニール製の袋

・透明または中身が見える半透明な袋

・２０～４０ﾘｯﾄﾙの大きさで口を縛れる袋

人 口 と 世 帯 数

男 26,623  人（-31人） 1,293  人（-4人）

女 27,963  人（-45人） 1,319  人（-3人）

計 54,586  人（-76人） 2,612  人（-7人）

世帯数 23,335 世帯(+2世帯) 1,155 世帯(+2世帯)

伊　達　市 月　舘　地　域

　　　　　　(　)内は前月比　令和8年5月末現在

QRコードからもご覧いただけます。

月舘地域づくり

カレンダー（７月）

令和８年度緑の募金のお礼とご報告

このたびご協力いただきました緑の募金は、月舘地域全体

で103,327円、月舘学園からは9,088円が集まりました。ご

協力くださった皆さま、ありがとうございました。集まっ

た募金は、市民の皆さまへの苗木や花苗の提供など、緑化

推進事業に活用いたします。
月舘学園のみなさんから月舘総合支

所長へ募金が手渡されました

令和８年度

年間カレンダー

伊達市登録制メール

「だてなび」

あじさい小径まつりを開催します！

２０年以上かけて手入れしてきたあじさいを

今年もお楽しみください。詳細は配布のチラシ

をご覧ください。

〇日にち ７月５日（日）

〇時 間 ９時～１５時

〇会 場 糠田字元苗内～長畑

下手渡フラワーまつりを開催します！
第３１回下手渡フラワーまつりを開催します。

毎年、各家庭で丹精込めて育てられた草花が会場を

彩り、その美しさを競い合います。

〇日にち ７月１１日（土）、７月１２日（日）

〇時 間 １日目 １０時～１７時

（表彰式１３時３０分～１４時）

２日目 １０時～１５時

〇会 場 下手渡地区交流館

臨時的に、指定ごみ袋以外の袋でもごみを排出することができます
７月１日からの価格改定の予告に伴い、一時的に管内指定ごみ袋の需要が増加し、一部店頭において供

給が不安定な状況が発生しています。指定ごみ袋を購入できず、ごみの排出ができなくなる事態を防ぐた

め、臨時的に以下の代替方法による排出が可能となりました。

【①ごみの出し方】
使用する袋の両面に、排出するごみの種類をマジックで

記載してください。

（記載がない場合は、収集されません。）

【③その他】
・管内指定ごみ袋は臨時措置期間内でも使用可能です。

・一人でも多くの方が購入できるよう、指定ごみ袋の

必要以上の買いだめ等、過度な購入は控えていただ

くよう、ご理解とご協力をお願いいたします。

【臨時措置期間】令和８年６月３０日（火）まで

※資源専用袋を可燃ごみ用としても使用できます。

可燃ごみ プラごみ ペットボトル びん類

も プ ペ び

※紙袋、段ボール、布袋、他自治体の指定袋、中身

の見えない袋、色付きの袋などは使用できません。

※指定ごみ袋を購入できないなど、お困りの場合は、

業務防災係（５７２－２１１３）までご相談ください。
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月舘ふるさとウォーク ～３年生～

スクープ

月舘学園

５月１１日（月）

月舘町赤十字奉仕団３１名の皆

様が月舘学園校庭の除草作業を

してくださいました。

暑い中の作業でしたが、終了

予定時刻を過ぎてもみなさん熱

心に除草をしてくださり、きれ

いになった校庭で子どもたちが

運動会をすることができました。

心より感謝いたします。

暑くなってきたので体調に気を付けましょう

田植え体験 ～５・６年生～

赤十字奉仕団 《除草作業》

５月２５日（月）

赤城神社→神明神社→蔵のま

ち→烏帽子石を巡りました。

女神山や御幸山など七ツ森とい

われる山並みを見ながらスター

トし、いつも見ている町の歴史

や景色などに触れ、子どもたち

は興味津々でした。

自分たちの町を知り、学ぶこと

ができた素晴らしい時間でした。

暑い中、案内してくださった

佐藤仁子様、ありがとうござい

ました。

五
月
一
六
日
（
土
）
に
小
中
合

同
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

学
生
と
中
学
生
が
協
力
し
、
玉
入

れ
や
、
台
風
の
目
、
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
リ
レ
ー
な
ど
を
全
力
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
生
が
メ
イ
ン
の
競
技
で
あ
る
綱

引
き
で
も
、
保
護
者
の
方
と
の
白

熱
し
た
戦
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
運
動
会
を
通
し
て
、
小

中
の
絆
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

最
近
、
少
し
ず
つ
暑
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
夏
本
番

で
す
。
水
分
補
給
を
し
っ
か
り
し

て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

小中合同運動会

５月１２日（火）

水田をお借りしている齋藤貞司様に今年度もお世話

になり、５・６年生で田植え体験を行いました。はじ

めは、田んぼに足を踏み入れることにも「キャー」と

抵抗していましたが、田植えが始まると一生懸命で、

心から楽しんでいる様子が伺えました。

齋藤様には日々の管理やお米になるまでの間、お世

話になります。お忙しい中ありがとうございます。



上手渡小志貴神社・牡丹獅子舞

月舘学園の養護教諭・秋葉先生から歯の健康を守るための大切なポイントを学びました。まずは歯ブラシ

の持ち方です。「鉛筆持ち」と「グー持ち」の２種類を教わると、子どもたちは自分の歯ブラシを真似をし

て握りながら「こうかな？」「できた！」と意欲的に取り組んでいました。歯と歯の間や奥歯のでこぼこし

た部分は汚れが残りやすく、むし歯になりやすいことを教えてもらい、歯ブラシの先を細かく動かして磨く

練習もしました。

「歯ブラシを口に入れたまま歩いたり走ったりしない」「毛先が広がったら新しい歯ブラシに交換する」

「仕上げ磨きはおうちの人にしてもらう」という３つの約束も確認し、むし歯がなくても歯の健康を守るた

めに定期的に歯医者さんへ行くことの大切さについての話もありました。

給食後の歯磨きでは、早速学んだことを思い出しながら「前の歯シュッシュッ」「奥の歯ゴシゴシ」と声に

出しながら、鏡をのぞき込んで丁寧に磨く子どもたち。歯ブラシの持ち方を確かめたり、奥歯までしっかり

磨こうとしたりする姿から、歯を大切にしよう

とする気持ちが伝わってきました。歯磨き教室

を通して、子どもたちは楽しみながら歯の健康

について学ぶことができました。

これからも毎日の歯磨きを習慣にし、自分の歯

を大切にしながら、いつまでもおいしく食事を

楽しんでほしいと思います。

～歯磨き教室を実施しました～
６月３日

‶木々を渡る風、澄んだ空気、変わらず受け継がれてきた祈り〝

ここ月舘町上手渡地区に、今年４４８年の時を受け継いできた舞があります。

１２の舞を氏子たちが習得し、地域一丸となって守り継いできたその姿は、

まさに月舘町に息づく“生きた物語”です。

先日、私は牡丹獅子舞保存会の話し合いに参加させていただきました。

保存会の皆さまが、この伝統の未来にどれほど真摯に向き合っているのか、その思いを確かに聞いて

まいりました。

私自身、様々な伝統芸能を調べる中で、これほど長きにわたり地域の手で受け継がれてきた例は決し

て多くはないと感じています。

その大切な継承の輪を、今、新たに広げようとしています。

一生のうちに、これほどの歴史と物語に触れられる機会はそう多くはありません。

４４８年という時を超え、今なお人の手で受け継がれている舞。

その未来へ繋ぐ１ページに立ち会えることに私は今も胸の高鳴りが止まりません。

こんなにも、わくわく、はらはらし、ロマンを感じてしまうのは、私だけではないはずです。

小志貴神社牡丹獅子舞では、未来へ舞を受け継ぐ子どもたちを募集しています。

詳細につきましては、ご連絡をいただいた際にお伝えいたします。

まずは、『お子様、お孫さんをこの物語に触れさせたい！！』そう感じてくださった方は、ぜひお気

軽にご連絡ください。

対象：月舘町内の小学生～中学生

参加申込み期限：令和８年７月１５日（水）

集落支援員 寺田 恵
参加申し込みＱＲコード 質問ＱＲコード



７月のつきだて食堂

日 時：７月２５日（土）11時30分～

場 所：月舘中央交流館

内 容：カレーライス

問合せ：月舘中央交流館

５７２－２１３３

７月のおはなし会

６月２７日（土）は、鶏肉の長崎あげです。

大人のための朗読会を開催します！
日時：７月１４日（火）１４時～ 場所：ふれあいホール

内容：「字のない葉書」など

たくさんの方のご来場お待ちしてます！

日にち：７月１１日（土）

時 間：１０時～

場 所：月舘中央交流館

内 容：夏のおはなし

林野火災注意報・警報の運用開始について

開 催 日 内        容 時  間 参 加 費

7/4（土）

7/19(日）
一貫張教室 10：00～15：00 1,740円

7/5（日） 花花あじさいウォーク
受付　 8：00～

出発　 9：00～

大  人：700円

小学生：500円

7/13（月） 絵手紙教室 10：00～12：00 1,000円

7/27（月） ハーブ教室 ～スパイスと過ごす夏～ 10：30～12：00 2,380円
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近年発生した大規模な林野火災を受け、その予防を目的として、

令和８年から「林野火災注意報」および「林野火災警報」の運用

が始まりました。

これらの警報が発令されている間は、火の使用が制限される場

合があります。制限に従わない場合には罰則が適用されることも

ありますので、火の取り扱いには細心の注意を払ってください。

伊達市消防団月舘支団

伊達市消防団月舘支団
～新たな一歩を踏み出す！地域の安全のために～

夏の交通事故防止

県民総ぐるみ運動

暑さや行楽等による疲

労、夏特有の解放感から

交通事故が多発する傾向

があります。交通ルール

を遵守し、正しい交通マ

ナーを実践しましょう。

○運動期間

７月１６日（木）

～７月２５日（土）


